
広報 うわじまちくしょうぼう         平成 2５年１１月 1 日発行 

火災と救急・救助は１１９番

腐食が進んだ消火器を操作したことにより、消火器が破裂し受傷し
たとみられる事故が全国で相次いで発生しています。 

今後、同じような事故を発生させないために、下記の事項に注意し
てください。 

① 消火器が風雨にさらされる場所や湿潤な場所等に設置されて
いないか。 

② 消火器の状態を点検し、腐腐食が進んでいるものは、絶対に使用
しない。 

③ 不用になった消火器については、放射・解体等の廃棄処理を自
ら行うことなく、業者に廃棄処理を依頼する。 

④ 特に、腐食が進んでいる消火器は、容器破損の危険性が大きい
ので、速やかに業者に廃棄処理を依頼すること。 

※ 消火器に使用期間（期限）が表示されています。一度、確認を
してください。 

【宇和島地区の防災機器取扱業者】 

・㈱岩本商会 宇和島営業所 

宇和島市寿町 ℡0895-22-3141 

・喜多商事㈱ 

宇和島市祝森 ℡0895-27-2557 

・宮本防災設備 

宇和島市鶴島町 ℡0895-22-1553 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H21. 9.15 大阪府大阪市 負傷(10 代) 

H21. 9.16 福岡県行橋市 負傷(60 代) 

H21. 9.30 愛知県一宮市 負傷(不明) 

H21.10.11 千葉県船橋市 負傷(70 代) 

H22. 2.27 滋賀県栗東市 負傷(50 代) 

H23. 7.22 徳島県那賀町 負傷(20 代) 

H23. 7.25 鹿児島県霧島市 負傷(70 代)

H23. 8. 2 栃木県佐野市 負傷(60 代) 

H23. 9.11 大分県宇佐市 死亡(60 代) 

H25. 6.20 宮城県仙台市 負傷(70 代) 

H25. 7. 8 岡山県倉敷市 負傷(60 代) 

   

 

 

３つの習慣 
１ 寝たばこは、絶対やめる。 

２ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 

３ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
 

４つの対策 

１ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 

２ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 

３ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 

４ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

火災概況 
平成 2５年上半期に宇和島地区管内で発生した火災は２７件

で、前年の２４件に比べ３件増加しました。また、月平均出火件

数は 4.５件で、およそ 1 週間に 1 件の割合で火災が発生したこ

とになります。火災種別では、建物火災１３件、林野火災１件、

その他火災１３件となっています。出火原因では、たき火(８件)、

放火(３件)、ストーブ(３件)による火災が多く発生し、その他に、

たばこ、マッチ、こんろ、電気装置、火入れなどを原因として火

災が起きています。 

救急概況 
平成 2５年上半期の救急出場件数は 2,505 件で、前年に比べ

76 件増加し、搬送人員は 2,327 人で 43 人増加しています。 

事故種別では、急病が 1,696 件(６８％)と最も多く、次いで

一般負傷 374 件(１５％)、交通事故１６０件(６％)などとなっ

ています。また、救急車で搬送された人の４５％は軽症です。

この中には、本来、救急車が必要でなかった人も含まれている

可能性があります。 
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※過去 5 年間の事故事例 
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【政府広報オンラインより転載】 

火事の直接の原因はさまざまですが、その背景には、

「不注意」や「油断」といった、人の心の問題が隠れていま

す。誰もが知るルールやマナーをきちんと守ることで防ぐこ

とができた火事も、きっとあるはずです。一人一人が心がけ、

火災０の安全な街を目指したいものですね。 

なぜ火事はなくならないの？ 

病院に行くなら、タクシーより救急車 

のほうが早くて、便利じゃないの？ 

救急車の数には限りがあります。もし大切な人の命が危な

い時に、救急車の到着が遅れてしまったら…。救急車をみん

なで上手に利用して、救急医療の充実した安心な街にしたい

ものですね。でも、本当に困った時、様子がおかしいと思っ

た時は、ためらわず救急車を呼んでください！ 
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火災と救急・救助は１１９番

火災が発生しやすい時季を迎え、火災予防思想の一層
の普及推進を図るとともに、消防と一般住民とのふれあ
いをとおして、広く防火防災意識を高めることを目的と

して、平成２５年１１月１７日（日）午後１時～午後３
時まで、宇和島市商店街アーケード・旧中央町ふれあい
広場において、消防フェアが開催されます。 

【 内 容 】 

１３：００ オープニング 

ドリル演奏（済美保育園幼年消防クラブ） 
防火もち配布など 

１３：３０ 各コーナー開催 
《商店街アーケード》 

防火もちつき・抽選・消防自動車見学・救急 
ロープ渡り体験・防災用品展示コーナーなど 

《旧中央町ふれあい広場》 
    地震体験車・はしご車体験乗車・煙体験ハウス 

消火訓練・非常食試食展示コーナーなど 

【宇和島消防のホームページが新しくなりま
した。ぜひご覧下さい。】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.119.uwajima.nanpu.or.jp/

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇和島方面隊女性消防団員は、幼児期の防災教育の重要性を認識し、平成 25 年度から「幼児防災教育」
の一環として、子どもたちに災害についての正しい知識と的確な判断力を身につけてもらい、状況に応じ
て適切に行動できるよう、保育所・保育園等を巡回指導しています。 

【活動内容】 ①読み聞かせ 『消防自動車ジプタ』 
       ②火災発生時の避難の方法 『姿勢を低く！』 
       ③衣服に火がついたときの対応方法 『止まって！』『倒れて！』『転がって！』 
       ④火災発生時に部屋に閉じ込められたときの対応 『コン！コン！コン！』 

住宅用火災警報器は平成２３年 6 月 1 日から完全義務化となり、新築、既存を問わずすべての
住宅に設置が義務付けとなっています。火災による死者の大半を一般住宅における高齢者の逃げ遅
れが占めることから、住宅用火災警報器の設置は、火災による死者の減少に多大な効果があると考
えられます。 

まだ設置がお済みでないご家庭では、家族や大切な人を火災から守るためにもすぐに取り付けま
しょう。 

お問い合わせは、宇和島地区広域事務組合消防本部 予防課 電話 0895-22-7501 

第 1 回 

「宇和島市立美徳

保育園」での様子 

H25.6.21 開催 

※ 幼児防火教室の開催を希望される団体は、消防本部総務課(℡0895-22-7539)までご連絡ください。 


